
2023年 5月 10日 ～ 12日

MEXCBT と xAPI
～ 国産「認証LRS」の活用 ～

前田 宏
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・教育受講機会の拡大
遠隔地に住んでいたり、時間的・経済的制約がある受講者でも、オンライン教育によって，高度な
教育を受けることが可能になる。

・教育の質の向上
従来の教育方法に比べて，ICT利用の教育では、多くの情報や資料を提供することができ、受講者
たちがより深い理解を得ることができる。学習の質が向上する可能性がある。

・新しい教育手法の開発
新アプリケーション，VR や電子黒板，ウエラブルツール等々， ICT活用により新しい教育手法を
開発することができ，それによって受講者は教材の理解を深めることが可能になる。

・教育システムの効率化
講師は受講者の学習進捗状況を即座に把握することができるため、適切な教育プログラムを提供す
ることができる。

・アダプティブ教育の実現
従来の教育手法では困難であった個人ごとに最適な教育を実施することができる。

教育のICT化の有効性
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出典
・日本：富士キメラ総研「教育DX／ICTソリューション市場総調査2023」2022年11月2日
・世界：Allied Market Research「Digital Education Market」2022年 8月
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デジタル教育市場予測

日本 世界

今後10年
 世界は10倍成長
 日本は 1.5倍

ICT教育=デジタル教育の市場規模

単位： 億円

北米や中国での高い成長が
予測されている
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国をあげての取り組み

出典）『「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終まとめ）」
 について』（令和元年6月25日）から加工

出典）デジタル庁「教育データ利活用ロードマップ」策定:  2022年1月7日

デジタル庁

文部科学省
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LTI 1.3 / ログイン

xAPI ステートメント

LRS

統合利用状況
統合成績表示

スタディログ

MS365, Google Workspace for Education

教育委員会・教師：問題設定
生徒：学習

学習eポータル標準準拠ソフト

認証

コンバータ

各学校

MEXCBT = MEXT + CBT 児童生徒が学校や家庭において学習やアセスメントができる CBTシステム
                (文科省)＋(Computer Based Testing）

国や地方自治体等の公的機関が作成した問題約３万問を活用可能。現在，約 2.4万校，約 820万人が登録(※１）

各学校は「学習ｅポータル標準準拠ソフト」を利用して MEXCBTにアクセス ※１【令和5年1月現在】文科省リリースによる

文部科学省の「MEXCBT」（メクビット）とは？
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・スタディログ（学習履歴）は xAPI 規格に準拠し，LRS に記録すること
xAPI ( Experience API の略 ) 規格で LRS ( Leaning Record Store ) 仕様が定義されている。
米国国防省内の標準化機関である ADL ( Advanced Distributed Learning ) が規定している。

各標準規格に準拠する方針

文部科学省 → ICT Connect 21「学習eポータル標準モデル」（現在 Ver.3.00）で規定

・各学習eポータル標準準拠ソフトは，LTI1.3 規格に準拠して MEXCBT等にアクセスすること
LTI ( Learning Tools Interoperability ) 規定により OAuth2.0, JWT ( Jason Web Token ) を送受信することで成立
民間標準化団体 である 1Edtech（ 旧 IMS Global ）が規定している。

※ ジンジャーアップは，ADL規格を国内で展開する デジタルラーニング・コンソーシアム，
 1Edtech/ 日本IMS協会，それぞれに会員企業として参加しております。
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LTI 1.3 / ログイン

xAPI ステートメント

LRS

統合利用状況
統合成績表示

スタディログ

その他
学習アプリ

MS365, Google Workspace for Education

「学習eポータル標準準拠ソフト」の機能拡張

教育委員会・教師：問題設定
生徒：学習

学習eポータル標準準拠ソフト

認証

コンバータ

コンバータ
個別 xAPI ステートメント定義

各学校

LTIコンシューマー

LTIプロバイダー ( LTIツール )
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LRS利用の優位性：複数システムの学習・経験履歴を統合し分析可

※ xAPI に対応していないシステム(人事システム、IoTデータ等)であっても、適切な xAPI ステートメント定義形式に
変換するコンバーターを提供 いたします。それにより、共通形式で LRSに記録、格納が可能です。

様々な学習関連システムに分散した学習履歴も共通形式でLRSに統合できるので目的
に応じた分析も可能。

複数のシステムから取得される学習履歴データ
から相関関係等を分析・把握することはLMSだけでは困難 LRSには共通形式でデータが記録され有効な分析が可能に

多様な学習
アプリケーション

校務・人事システム

IoTデータ
アラート型学習

LMS

動画教材
配信

多様な学習
アプリケーション

校務・人事システム

IoTデータ
アラート型学習

LMS

動画教材配
信

LRS
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https://adopters.adlnet.gov/products/all/0

独自開発のLRSは ADLから正式に認定された 【認証LRS】

ADLの指示
「LRS は正しい xAPI ステートメントのみが受け入れられ、保持されるよう形式の検証を

行う。LRS の導入を行う組織は xAPI 適合基準を満たした（=ADLのテストを合格した）
 【認証LRS】を使用すべきである」



Copyright (c) 2023 GingerApp Company  All rights reserved. https://www.gingerapp.co.jp/ P. 10

LTI 1.3 / ログイン

xAPI ステートメント

統合利用状況
統合成績表示

スタディログ

その他
学習アプリ

MS365, Google Workspace for Education

国産「認証LRS」をもって xAPI 化をご支援

教育委員会・教師：問題設定
生徒：学習

学習eポータル標準準拠ソフト

認証

コンバータ

コンバータ
個別 xAPI ステートメント定義

各学校

LRS
ジンジャーアップ開発の LRSは ADLのテス
トに合格した正規版「認証LRS」
認証LRSの提供と構築支援，その他学習アプ
リ履歴を xAPI ステートメントに変換する
コンバータも提供いたします

LTIコンシューマー

LTIプロバイダー ( LTIツール )
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LTI 1.3 / ログイン

xAPI ステートメント

統合利用状況
統合成績表示

スタディログ

その他
学習アプリ

MS365, Google Workspace for Education

トータル xAPI 化をご支援 ～ 構築の手順

教育委員会・教師：問題設定
生徒：学習

学習eポータル標準準拠ソフト

認証

コンバータ

コンバータ
個別 xAPI ステートメント定義

各学校

LRS
ジンジャーアップ開発の LRSは ADLのテス
トに合格した正規版「認証LRS」
認証LRSの提供と構築支援，その他学習アプ
リ履歴を xAPI ステートメントに変換する
コンバータも提供いたします

① 利用目的アウト
プットの設定

② インプット
データの確認

③ 変換方式
 の決定LTIプロバイダー ( LTIツール )

LTIコンシューマー
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会社組織 市場動向 商品知識：全社
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本試験
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課題2

課題3
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課題5

課題6

課題7

本試験と個別課題の関連性分析

A君 平均 高成績者平均

氏名：松島 圭一郎　クラス：教養-2E　科目：西洋史学
履修中科目 進捗 開始/終了 所要時間 成績 最高点

LMS-1 100% 2023.4.6 9:42 6H21M 96点
@92% 2023.4.28 21:08 ＠７H17M @82点 98点

LMS-2 62% 2023.4.11 12:27 5H44M 未
@88% - ＠3H55M @94点 100点

動画教材視聴 1-1 100% 2023.4.15 16:18 37M
@71% 2023.4.15 16:55 ＠22M

ePortfolio 資料-1 取得済 2023.4.10 21:30

コミュニティ発言 2回
@4回

ツール別学習進捗状況一覧

さまざまなアウトプットレポート作成もご支援
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通知
マニュアル/ 規定
企画書ライブラリ

社内ポータル HRシステム
営業システム

スキル関連
システム

LRS

従来型
LMS /
アプリ

人事情報
人事考課
業績評価

スキル分類
意識調査

IoT 動画, VR, AR,
シミュレータ

Udemy
LinkedIn Learning etc..

外部
学習ツール

章立てさ
れた教材

アラーム

コミュニ
ケーション

ブログ
SNS
チャット

視聴/ 
操作履歴

人気の高いコンテンツの把握
各教材コースの総合評価
スキル別 能力・熟練度測定
エンドユーザーの教材学習度測定
サイロ化した複数学習データソースの統一
各ツールを変更してもデータ整合性キープ

最適コンテンツのレコメンド
業務指標 x 学習指標 でギャップ分析
アラート型学習
分析ツールの一元化
資格取得に相関する業務タスクを把握
学習とビジネス成果との関連付け
リスキリング（学び直し）サポート
学習コンピテンシーとビジネスKPIを関連付け
異動・組織再編時の能力判定と組み合わせ単一の信頼

できるソース

新ツール

今後も複雑化

教材の修了
状況確認のみ 0

50

100
総合評価

コンプ…

スキル

財務能力

販売力

リー…

商品開発

市場分析

人的資本の情報開示
ISO30414とも同期
→ 人的資本経営

＝

正確なバリデーションのため
「認証LRS」利用が必要ステートメント定義

海外の活用事例も参考にして ご支援
米国： 多様なデジタル経験データを LRS に統合して活用する企業が増加

  VISA，ピザハット，ウォルマート，イントゥイット，トラベラーズ 等々
英国： 大学を中心にラーニングアナリティクスの活用が盛ん（国家学習分析サービス）

日本の K-12 に適応！
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xAPI/cmi5 に完全準拠した次世代LMS
多様な学習経験履歴をLRSに統合して活用可能

※ xAPI(Experience API) :
     学習履歴と LMS間の通信を規定する標準規格
※ cmi5 :
   xAPIをベースにコンテンツとLMS間の通信を
規定した標準規格

※ ADL：Advanced Distributed Learning

トレンドのxAPIをいちはやく製品化

日本で初めて
国際規格標準化を行う機関 米国ADLによって

「認証LRS」に承認

2022 AES Global Awards
「SILVER PRIZE」受賞

さらに１歩先行しております ～ xAPI/ cmi5版 LMS
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複数のLMS

個別アプリケーション
外部委託システム

コミュニティ

人事システム

MEXCBT

人的資本情
報開示対応

LRS活用 成功の秘訣!
ジンジャーアップコンサルテーション for LRS
Smart Start to Successful LRS supported by GA Consultation

受講者

講師

管理者

・学習進捗状況
・学習結果集計

・相関関係分析

・AI活用・レコメンド

複数の学習履歴でも、個別に

グループ別に

・学習進捗状況
・学習結果クロス集計

発展系も

複数アプリの詳細履歴データを
何に活用するのかを
最初に決定

利用する
履歴データの確認
変換コンバータを準備

これらにあわせて、
■ xAPI ステートメント定義
記述

■ LRSの最適セットアップを
コンサルティング

１

２

３

 「あるべき姿：やりたいこと」
 目的を特定
 現状分析

 課題の設定
 現状とのギャップを明確化
 ステップに分けて対策を検討

 自主開発で正式認証を受けたLRSをもつ
ジンジャーアップだからこそのノウハウをご提供

 xAPI仕様の多くの導入実績をもとに設計
 グローバルの動向や政府の方向性とも連動した
最新技術を日本品質でサポート

 こんなお悩みはありませんか？
「研修の集計、報告の効率化」「学習履歴データを活かした最適な人材育成計画を作りたい」
「ラーニングと人事システム等、他のシステムを連携できないだろうか？」「外部委託のラーニングシステムの履歴も把握したい」
「データを統合して分析したいが、データはあちこちに散在している」「膨大な学習履歴データを利活用したい」・・・・
「MEXCBT対応」「人的資本情報開示、どう対応したらよいのか」

xAPIを最大限に活かしたLRS活用方法を丁寧にサポート
LRSの成功には、最初のデザイン、事前準備と安心のスタートが重要

LRS
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